
 
 質 問 順 位 ８ 質 問 者 藤　田　哲　也　議員

 件　　　　　名 項　　　　　目 要　　　　　　　　　　　　　旨 メ　　　　　モ

 １．市長の基本姿勢 １．人口減少社会における持続可

能な自治体経営について

１．本市においては、人口ビジョンの推計によれば2040年には生産年齢人

口が2010年比で40％減少する見通しとなっており、令和27年には老年

人口が生産年齢人口を上回ることが総合計画に明記されている。また今

年２月の全議員説明会において示された財政収支の見通しでは、令和８

年度から令和17年度まで毎年収支不足が続き、基金残高は10年間で約

23億円減少する見通しが示されたところである。これらはいずれも本市

が示した将来推計であり、人口構造や財政状況の変化に対応した自治体

運営が求められる時代に入っているものと考える。そこで、人口減少・

少子高齢化が進行し、生産年齢人口の大幅な減少が見込まれる中、市長

は10年後・20年後の滝川市をどのようなまちとして維持・発展させて

いきたいと考えているのかを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．人口構造や財政状況の変化を踏まえ、市長は本市の財政運営の持続可

能性についてどのように認識しているのかを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．こうした状況の中にあっても、市民生活に直結する学校、公共施設、

除雪、公共交通などの行政サービスを持続的に提供していく必要がある

と考える。今後、財政規模の縮小が見込まれる中で、市民生活を支える

行政サービスをどのような考え方で維持していくのかを伺う。 
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 ４．これまでの質問を踏まえて伺う。今後の自治体経営において、何を優

先して守るのか、何を重点的に投資するのか、何については見直しや縮

小も含めて検討すべきと考えるのか、その考え方を伺う。併せて市長は、

人口減少が進行する今後の自治体経営について、従来の行政運営を基本

としながら対応していく考えなのか、それとも行政サービスのあり方や

資源配分の考え方を含め、人口減少を前提とした経営への転換が必要と

考えているのか、その認識を伺う。 
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